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連載
 受賞記念インタビュー ……… 中塚 武 ＋ 鎌谷かおる
 百聞一見　フィールドからの体験レポート ……… 岩本葉子
 地球研講義室　研究成果を解説する ……… 小林邦彦
 みんなでいっしょに環境学　環太平洋ネクサスプロジェクトのフィールドから ……… 王 智弘








陀安一郎 ＋ 申  基澈


















ハイン・マレー ＋ 蒋  宏偉 ＋ 
三村  豊































































































































































果実中心に変化したことを解明した（Matsubayashi et al. （2015） Scientific Reports 5 : 9203）
●石川県手取川地域の地下水に含まれる元素と安定同位体の地図から、地下水の流れや農業影響を定




et al. （2016） Scientific Reports 6:33122）
●マレーシアのKinta川流域において、鉄同位体比（δ56Fe）や鉛同位体比（207Pb/204Pb、208Pb/204Pb）、元素
濃度分析を用いて、重金属汚染された河川水からその原因となる物質を除去する過程を明らかにし
た（Ito et al. （2017） Applied Geochemistry 82 :89-101）
●農産物に含まれるストロンチウム同位体比に日本における産地別のちがいが確認された。さらに、ス
トロンチウム濃度とともに比較することで中国産農産物と区別できる可能性があることがわかった


































































































































































































受付 Registration所長挨拶 Opening Remarks
　安成哲三（地球研） Tetsuzo Yasunari (Director-General, RIHN)
「地球研における同位体環境学共同研究」
Current topics of Environmental Isotope Study in RIHN 
　陀安一郎（地球研）Ichiro Tayasu (RIHN)
ポスター口頭発表 Poster ﬂash talks
＜昼食＞ Lunch「マルチアイソトープから見る中国地方への越境汚染」
Multi-isotope study of the cross-border pollution to Chugoku district
　千葉　仁（岡山大学　自然科学研究科）Hitoshi Chiba (Okayama University)
「安定・放射性同位体を用いた沿岸海域の物質循環・生物生産研究」
Studies of nutrient cycling and biological production in 
coastal seas using stable and radio isotopes
　杉本　亮（福井県立大学　海洋生物資源学部）
　Ryo Sugimoto (Faculty of Marine Biosciences, Fukui Prefectural University)
「Tracing nutrient sources, biogeochemical processes, and 
causes of various ecological problems in the San Francisco 
Estuary using a multi-isotope approach」





7 t h  S y m p o s i u m  o n  E n v i r o n m e n t a l  I s o t o p e  S t u d y
9:00  ～  9:30
9:30  ～  9:35
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● 会場：地球研   講演室
● 参加者：86名
2018年1月27日（土）12:30-18:30






















●  各班に分かれて「フューチャ ・ーデザイン」のあるべき姿・
可能性の討論と報告会






●  国と地方の財政に関するフューチャ ・ーデザイン
　新居理有・中川善典（高知工科大学）







●  Adjusting Short-term Profit Maximization 
Behavior by “One Additional Line” of Profit & 
Loss Account
　鈴木智英 
　（早稲田大学、Oxford Institutional Mechanism Design）
●  メゾ領域から見たフューチャ ・ーデザインの研究課題
　上須道徳（大阪大学）
●  ドメイン投票とフューチャ ・ーデザイン
　肥前洋一（高知工科大学）


































































■ 地下鉄烏丸線京都駅 → （20 分） → 国際会館駅 
→ 京都バス 40 系統「京都産業大学ゆき」または
　　　　　  50 系統「市原ゆき」または
　　　　　  52 系統「市原経由貴船口・鞍馬・鞍馬温泉ゆき」
→（6 分） →「地球研前」バス停下車すぐ 
■ 京阪沿線出町柳駅 → 叡山電車鞍馬線（17 分）→ 京都精華大前駅




























“Future Design and Social Innovation”
倉敷哲生（大阪大学）「フューチャーデザインに基づくリスクコミュニケーション」
武田裕之（大阪大学）「フューチャーデザインを活用した住民主体の
まちづくり手法の検討」鈴木智英（早稲田大学）"Adjusting Short-term Profit Maximization Behavior by 



















8 : 3 0 - 9 : 0 0










1 月 27 日 ( 土 ) 
1 月 28 日 ( 日 ) 
第１回 フューチャー・
主催：日本学術会議経済学委員会・環境学委員会合同フューチャー・デザイン分科会、大学共同利用機関法人人間文化研究機構総合地球環境学研究所、高知工科大学フューチャー・デザイン研究所
  2018 年
総合地球環境学研究所〒603-8047 京都市北区上賀茂本山 457 番地 4
会 場












































 討議実践から見えてきた「仮想将来世代」の役割と可能性　　原 圭史郎 （大阪大学大学院 工学研究科 招へい准教授）
























































































































 仮想将来世代の実験から見えた新たな問い　　肥前洋一（高知工科大学 フュー チャ ・ーデザイン研究所 教授）
初日の報告が終わったあとに、みんなで集まって記念の一枚






























































































































共 催 ： 忍 野 村 ・ 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所
後 援 ： 山 梨 県
2018 年
1 月 20 日（土）13:30-17:00開場 13:00忍野村民ふれあいホール〒401-0511　山梨県南都留郡忍野村忍草 1666-77
入場無料・申込不要
どなたでもご参加頂けます
秋道 智彌  山梨県立富士山世界遺産センター 所長
                                    総合地球環境学研究所 名誉教授
富士山の湧水とコモンズ新津 健  元山梨県埋蔵文化財センター 所長遺跡と富士山信仰から見た
忍野の水文化戸崎 裕貴  産業技術総合研究所 地質調査総合センター




































































































































































































































































































































































































































































































































































































映像作品「Walkability in Urban 







Research Center for Limnology-Indonesian 
Institute of Sciences (LIPI) にて、2017年2月撮影URL: https://youtu.be/91kRouDEQJo


































































































































































































































目次　はじめに ／ 1．研究の方法 ／ ２．結果（２．１デジタ
ル配列情報に関するCOP13/MOP2での論点と各国の主張に




































































































































2017 年 11 月 18 日（土）
お問い合わせ先：
〒6 0 3 - 8 0 4 7  京都府京都市北区上賀茂本山 4 5 7 - 4  総合地球環境学研究所 研究室 1 1（王 智弘）
E - m a i l :  b e p p u @ w e f n . n e t　 T E L :  0 7 5 - 7 0 7 - 2 4 7 6　 F A X :  0 7 5 - 7 0 7 - 2 5 0 9
別府市 / 別府 ONSEN アカデミア実行委員会 / 別府市旅館ホテル組合連合会 /
特定非営利活動法人  別府温泉地球博物館 / 京都大学大学院理学研究科附属  地球熱学研究施設 /
大学共同利用機関法人  人間文化研究機構  総合地球環境学研究所
東京都市大学環境学部  馬場研究室 / 北海道大学大学院地球環境科学研究院 藤井賢彦研究室 /
北九州市立大学国際環境工学部 加藤研究室 / 神奈川県温泉地学研究所
共催：
協力：
午前の部「 一 斉 調 査 」   要申込み
 時間：9 : 3 0 ～ 1 2 : 0 0
 1 .  訪問調査へのご参加（定員 3 0 名）
    集合場所：別府市中央公民館
　　 　　　　　　　（別府市公会堂 1 F  講座室）
 2 .  自宅・事業所からのご参加
    ＊詳しくは裏面をご覧ください
午後の部「報告講演会」   申込み不要
 時間：1 3 : 3 0 ～ 1 5 : 0 0
 会場：別府市中央公民館
　　　　（別府市公会堂 1 F 講座室）
 講師：由佐  悠紀（別府温泉地球博物館  館長）
 　　　山田  誠（龍谷大学）
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表 紙 は 語 る
。すで真写募応の」トステンコ真写研球地 年6102「、は真写の紙表●
撮影：2016年9月
タイ　バンコク
視線のさきには
押海圭一
（特任専門職員）
　はだしの妹はまっすぐに兄を見つめ、帰
りたくないと吠える。犬はその声に驚き、
ともに吠える。兄はすこし困ったように妹
を見つめる。おばあさんはそのようすをや
さしく見守っている。でも、妹は、自分がそ
んなさまざまな視線に守られていることを
知らない。
　この風景に出会ったのは、2016年のバン
コクだった。知らない街を歩きまわるのが
好きなのと、根っからの貧乏性のせいで、ど
こか知らないところに行くと、せわしなく
歩きまわってしまう。その日も、バンコク
のドゥシット区にある大学での学会に参加
したあと、夕方に路地をぶらぶら歩いてみ
た。幹線道路は車やバイクでいっぱいだっ
たが、ひとたび路地に入れば、食べ物や花、
日用品など、さまざまな屋台がびっしりと
出て、学校帰りの学生や仕事帰りの人びと
など、地元の人びとが夕暮れのひとときを
楽しんでいた。
　バンコクを歩くと、新しいものと古いも
の、高級なものとチープなもの、きれいなも
のと汚いものとが渾然一体となって街のエ
ネルギーを生み出していることに気づく。
ぼくがバンコクという街を好きになってま
だほんの数年ではあるし、まだまだ発展の
過渡期なのかもしれないけれど、こういう
たくましく美しい風景がこれからも残って
ほしいと思う。
